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電力需要予測

• 設定：過去の電力需要と予測する日の最高（平均）気温を用いて予測．

• どんな予測モデルが現場で求められているか

- 一日前市場，一時間前市場両方に使える

- 予測精度が（ある程度）高い

- 計算時間があまりかからない

- 推定されたモデルを解釈できる

- 予測区間を構築することができる
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どうやってモデルを構築するか？

• - - - : 各時間帯の電力需要の平均値

月 火 水 木 金
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手動予測

問題点：解析者によって結果が異なる

平行移動



 i 日目の 第 j 時間帯の電力需要𝑦𝑦𝑖𝑖𝑖𝑖を予測したい.

 30分ごとの電力需要量を観測するとすると，ｊ は1から48まで
とる．

 下記の統計モデルを提案．

統計モデルの構築

 μj は過去の需要から気温の影響を取り除いたもの．
 bi は気温の影響.
 εij は誤差．
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統計モデルを提案
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 パラメータを非負値最小二乗法（NNLS）で推定．

 気温の影響を解釈できるようになる！

 予測区間も構築した．

 気温と時間帯に関して非線形化





予測精度が高い！
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• 東電のデータ

• GEFCom2014-Eのデータ



イベントを考慮した需要予測

• 多くのイベントは突発的である

 COVID-19，スタジアムの照明，工場の稼働，実験．．．

 以下のような「ある時間で変化する」基底が必要となる．
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基底を作ることが難しい場合は，
基底そのものを推定！
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• Fused lassoで推定．

• γwと γe を交互推定．

• γe の最小化では，Generalized lassoのPath algorithm (Tibshirani and 
Taylor, 2011, AOS)を使う．

（時間帯ごとに異なるパラメータを仮定）

最適化問題



予測精度が高い！
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• イベント効果を入れた場合

• イベント効果を入れなかった場合

• 論文：
Hirose, K., Wada, K., Hori, M., & Taniguchi, R. I. (2020). Event Effects Estimation on 
Electricity Demand Forecasting. Energies, 13(21), 5839.
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電力需要予測ソフト

• AWS + RStudio + Shiny• https://platform.coi.kyushu-u.ac.jp/elcf/



13

デモンストレーション
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